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Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

合理的配慮を踏まえた個別の教育支援計画およ
び個別の指導計画を作成し、適切な評価を行い、
それらを活用しながら指導の改善を図る。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

個別の指導計画は、前籍校に渡す
ことを考慮し、記載方法を工夫して
きた。合理的配慮の記載や適切な
評価などを含め、相関し合う目標と
評価の記入方法について確認して
いく。

児童生徒の実態・教育環境に応じて、指導法やＩＣ
Ｔ等教材の研修会やICT等教材の利活用をとおし
て、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図り、達
成感や自己肯定感を育む。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

児童生徒数が全体的に少なかった
ため、個別への対応になることが多
くなった。前籍校に戻るということを
考慮し、集団での実践について旭分
校でできることを継続して工夫した
り、模索したりしていく。

保護者や前籍校、病院、関係機関等との連携をさ
らに深め、児童生徒の教育の充実に努める。ま
た、学校として情報を共有し、組織的な取組を行う
とともに児童生徒の支援の充実に努める。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

教職員同士が朝礼や学部会等校内
で児童生徒について情報交換し、共
有することで、旭分校の教職員が一
人一人の児童生徒に対してチーム
として指導できるように取り組んで
いく。

教育相談、訪問支援、学校見学、研修支援等を適
切かつ必要に応じて実施し、児童生徒の支援の
充実に努める。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

　北病院に赴任した医師に対して、
継続的に旭分校の説明を行い、周
知することで、北病院と学校の連携
や児童生徒の様々な学習支援につ
なげていく。
　また、センター的機能の充実に向
けて、広報活動を積極的に行い、地
域の学校や関係機関とつなげてい
きたい。

3
健やかな心身の涵養とよりよい人間
関係の形成を図り、社会に参加する
態度を育成する。

基本的生活習慣の確立と自立心の育成に努める
とともに、人との関りを通してより良い人間関係の
形成を図る。また、児童生徒の病態を考慮した系
統的・体系的なキャリア教育を実践し、その充実を
図る。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

B

　「社会性」を大切にしながらスキル
を身につけ、より良い人間関係の形
成の礎が築けるよう継続して指導を
工夫していく。
　キャリア教育を含め様々な学校で
の教育活動を懇談等の機会を利用
して保護者に情報発信し、家庭・医
療・学校が連携し教育活動につなげ
ていく。

・教職員の努力により、児童生徒にとって必要である信頼できる他者の存在、関わり
の機会が提供されている様子がうかがえる。
・進路指導においては、先例や先輩の姿の紹介が継続されることが望ましい。
・いじめられた場合だけでなく、困ったときに適切な方法で他者に相談できるスキル
を身に付けていけるような日頃の教育支援が望まれる。
・富士見支援学校では例年、いじめが全くなく素晴らしい人間形成ができていると思
う。自己肯定感の低い子どもたちが自信をつけられるような関わりをしているのでは
ないかと思う。

4
多忙化の改善を図り、効率的な学校
運営を図れるようにする。

児童生徒、保護者、関係機関等との対応における
時間外勤務の振り替えを適切に行うとともに定時
退校日に関するホワイトボードを有効活用し定時
退校日の徹底を図ることで、職員の多忙化、多忙
感の解消に努める。

教職員アンケートによ
る検証（満足度80％）

Ａ

　定時退校日のホワイトボードの活
用等の取組は、形骸化しないように
継続した取組が必要がある。
　また、多忙化改善に向けて教職員
同士で積極的にコミュニケーション
をとり、連携しながら効率よく働くこ
とができる学校づくりを進めていく。

・教材等の情報共有システム（学校内外）の構築等により、特に若手教員の育成に
つながる対応も今後の課題として検討してほしい。
・多忙な業務に対して様々な工夫をしていると思う。無駄な時間も私は有用と思う時
もある。現在のマンパワーを考えると適切な方向性に進んでいると思う。

留意点 （１）重点目標と評価項目については、各学校の現状と課題に基づき、実情に合わせて重点化し、設定する。
（２）学校関係者評価については、年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し、評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価委員会等を開催し、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

自己評価結果

Ａ

　研究部を主体にICT研修を開催し、ICT支援員から
Teams、Forms、Padletなどツールを活用したの研修
会を通じて、教員の知識を高めることができた。ま
た、研修会を通じた教材づくりを学習に取り入れたた
ことで、児童生徒が興味をもち、授業に取り組むこと
ができた。
　校内研究でインシデントプロセス法やCo-MaMeの
アセスメントシートを用いて、個々の児童生徒の実態
把握や課題、指導の検討を進めてきた。これらの実
践を通じて日々の授業改善に生かせた。

個別の教育支援計画を保護者の同意を得て作成し
た。転籍に伴い前籍校へ戻る際に、個別の教育支援
計画を使用しながら支援・指導の連携を図ることがで
きた。
　また、個別の指導計画と評価は前籍校へ渡すこと
を考慮して記載した。合理的配慮を踏まえた適切な
計画や評価を自立活動では実施できたが、各教科
にもつなげられるよう引き続き確認が必要である。

　北病院の医師に旭分校の説明を行ったことで、主
治医から旭分校への紹介が増えた。この結果、旭分
校への転籍や自学サポートなどにつながる児童生徒
が増えた。
　小・中・高校から児童生徒への支援について相談
や問い合わせが複数あり、訪問支援や研修支援に
つなげることができた。広報活動を通じて、地域の関
係機関へ、旭分校やセンター的機能について説明し
てきた。今後も継続した活動が必要である。

2
前籍校や病院、関係機関等との連携
を図りながら、児童生徒の支援の充
実に努める。

児童生徒の実態、教育環境に応じた
支援や学習指導を行い、一人一人の
学力の向上を図るとともに、達成感や
自己肯定感を育む。

Ａ

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

評価

年度末評価（2月14日現在）

１　児童生徒の実態、教育環境に応じた支援や学習指導を行い、
一人一人の学力の向上を図るとともに、達成感や自己肯定感を
育む。

２　前籍校や病院、関係機関等との連携を図りながら、児童生徒
の支援の充実に努める。

３　健やかな心身の涵養とよりよい人間関係の形成を図り、社会
に参加する態度を育成する。

1

４　多忙化の改善を図り、効率的な学校運営を図れるようにす
る。

できている。

4

　通学生の保護者とは、登下校の送迎時を中心に、
入院生の保護者とは、電話等での連絡を中心に、授
業や学校生活の様子を情報交換しながら、児童生徒
の教育活動の充実を図った。また、前籍校と担任が
連携を図りながら、前籍校の試験登校や試験などに
スムーズに参加できるよう工夫した。入院生は、病棟
連絡会を通じて個々の児童生徒の情報共有や確認
を図ることができた。

・アンケート結果から、児童生徒にとって、学校が安心できる場所であることがわか
る。大人・教職員との信頼関係が築かれている様子が高く評価できる。
・児童生徒の学習に対するニーズを具体的に把握し、授業内容・方法に反映される
ことを期待している。
・ICT活用に関しては、児童生徒の情報活用能力の実態とあわせて、より有効的な
活用方法が検討されることが望ましい。転籍後のことを考えると、地域の学校にお
けるICT活用状況を知る機会があるとよいと考えられる。
・特性が強く指導が難しい児童生徒や子どもが多い中、子どもを理解しより適切な
対応ができていると考える。ICTの教育という新しい分野を教えることは大変だと思う
が、より良い試行を重ね、前に進まれていると感じた。子ども達が社会で使えるスキ
ルを身につけられると、子どもたちが生きていく自信になると思う。

・教職員が児童生徒に丁寧に寄り添い、教育支援ニーズの把握に努めている様子
がうかがえる。
・教職員間の情報共有や連携の課題について、より具体的な検討が必要である。
・保護者との連携に関わり、児童生徒の日々の様子に関する保護者への情報提供
の充実にむけた改善が望まれる。
・センター的機能としての役割を積極的に実施している様子がうかがえる。ぜひ、引
き続き地域の学校における実態把握と支援ニーズの検討を行っていただきたい。
・学習の場が多様化する中で、子供達がより良く学ぶ方法が問われていると思う。マ
ンパワーなどは限られているが、子どもたちの将来のため、格差がつかないような、
もしくは個人の能力が最大限引き出せるような方法を考えなければならないと思う。

4

4

4

　養護教諭が健康観察で把握したこと、担任が把握
したこと、家庭や病棟から得た情報を共有し、児童生
徒の指導に生かすことができた。体調を数値化する
等の工夫をすることで、教員が児童生徒の表出でき
ない部分を言葉に置き換え、児童生徒の気持ちに
沿った指導につなげることができた。
　キャリア教育は、生徒が授業や進路、試験登校の
経験を通じて自分事として考えられるようになるなど
成果があった。キャリア教育に関して保護者への説
明など情報発信が不十分な面があった。

　児童生徒の保護者や関係機関との対応等で時間
外勤務をした場合、ファイルに記録し、振り替えを確
実に取れるようにした。
　月２回の定時退校日には、ホワイトボードの活用や
呼びかけ等により徹底をはかった。また、指定日に
定時退校が難しい職員には、別日に定時退校するよ
う促した。各教職員が多忙化改善に取り組み、全体
的に早めに退校するすることができた。

児童生徒の病状等に配慮し、健康の回復を図りながら、義務教育課程における学習空白を補完する。　そして、社会の中で人と関わりながら生きていくための力を育む。 山梨県立富士見支援学校旭分校　校長　雨宮　靖子

学校関係者評価

実施日　（令和7年3月5日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

できていない。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度


